



























































































































































手順 練習内容 費やした@秒数 練習形態
1 教員による練習II．1．の説明 55 教員の説明
2 学生による筆記練習II．1． 89 筆記練習
3 教員による練習IL　1．の解説 68 教員の説明
4 学生による筆記練習II．2． 165筆記練習
5 教員による練習II．2．の解説 100教員の説明
6 教員による練習IL3．の説明 34 教員の説明
7 パターンのテープをきく 32 テープを聞く
8 説明を交えたパターンのリピート練習7） 182説明付リピート
9 学生同士でパターン練習（全て参照可） 350ペァでパターン練習
10 教員の後についてパターンのリピート練習 111 リピート
11 教員の後についてパターンのリピート練習 145 リピート
12 学生同士でパターン練習（ヒントの制限あり） 334ペアでパターン練習
13 教員の後についてパターンのリピート練習 77 リピート
14 学生同士でパターン練習（板書だけをヒントに） 230ペアでパターン練習
表2：練習形態別の合計時間
練習形態 合計秒数
ペアでパターン練習 914
リピート 333
説明付リピート 182
発音練習8） 0
テープを聞く 32
教員の説明 257
筆記練習 254
学習全体にかかった時間 1972秒（約33分）
学生による筆記練習に費やしたことを表している。
　ただし表2は、複合過去学習ための3つの練習問題（問題ILI．，　II．2．，　II．3．）に使われた
約33分の内訳を示しているだけである。実際の11月26日の授業は約90分であり、これ以
外の練習問題の測定結果も加えると、グラフ1のような内訳になる。グラフ1は、約90
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分の授業時間のうちの、29％がペアのパターン練習に、15％がリピートに、5％が説明
付リピートに、1％が発音練習に、別の1％がテープを聞くために、28％が教員の説明
に、そして21％が学生による筆記練習に使われたことを示している。
　　　　　　　　　　　グラフ1：11月26日の授業の時間内容
28％
1％
5％
■ペアでパターン練習
■リピート
■説明付リピート
■発音練習
騒テープを聞く
口教員の説明
■筆記練習
　同様にして他の4回の授業時間の内訳も測定し、5回の授業全てのデータを合計して
その内訳を示したのが、グラフ2である。
　　　　　　　　　　　　グラフ2：5回の授業の時間内容
　　　　　　　ll％
22％
1％
ll％ 15％
％ ■ペアでパターン練習
■リピート
■説明付リピート
■発音練習
團テープを聞く
口教員の説明
口筆記練習
4．3．考察
　グラフ2において、「ペアでパターン練習」「リピート」「説明付リピート」「発音練習」
は、すべて口頭練習にあたる。「ペアでパターン練習」には授業時間の36％、「リピート」
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には15％、「説明付リピート」には11％、「発音練習」には4％を費やしているので、合
計で66％の時間を口頭練習に使っていたことがわかる。
　一般に、大学で「会話」と銘打った授業でも、実際には「教員による説明」「筆記練
習」「ききとり」が多くなってしまうことがある。また、教員が学生を指名して答えさ
せる時、他の学生にとってはそれが待ち時間となってしまう場合があり、各学生が口頭
練習の実践に割いている時間はかなり少ないのではないかと推察される。このような現
状を考えると、66％、つまり授業時間の2／3を口頭練習に使える新型パターンプラクテ
ィスは、「会話」の授業に効果的な練習法であると言うことができる。
5．結論
　第二外国語フランス語には時間的制約がある。その状況下で有効な会話授業を行うた
めに、「新型パターンプラクティス」という練習法を提案した。「新型パターンプラクテ
ィス」は、従来のパターンプラクティスの長所を生かしつつ、その欠点を補う形で考案
されたものである。この練習法を実際の会話の授業で使用し、どの程度の時間を口頭練
習に割けるかを測定したところ、授業時間の2／3を口頭練習に使うことができた。以上
の考察から、新型パターンプラクティスは、会話の授業に有効な練習法であると結論づ
けることができる。
　注
1）白畑他，2002，p．225．
2）田崎，1995，p．61．
3）田崎，1995，p．61．
4）白畑他，2002，p．225．
5）白畑他，2002，p．225．
6）井上他，2001，pp．71－2
7）ここでテープ交換を行った。テープ交換に費やされた時間は記録に含まれていない。
8）この複合過去の学習には発音練習が含まれていなかったが、他の項目の学習には発音練習が含まれ
　ている場合もあるので、項目としてたててある。
　文献
井上美穂，北村亜矢子（2001）．『絵を見て話そうフランス語』，東京：白水社．
白畑知彦，冨田祐一，村野井仁，若林茂則（2002）．『英語教育用語辞典』，東京：大修館書店．
田崎清忠（編者）（1995）．『現代英語教授法総覧』，東京：大修館書店．
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付録教材
II．複合過去（2）応用
II⊥　昨日M・　PoUierの家で行われたパーティーで殺人事件がありました．まず（）の中に，下
　線の動詞の過去分詞を書きましょう一．（不規則活用は巻末活用表を参照）
（1）血chez　M．　Pottier
　（　　）
「：　o
轡
●　　　　　　．　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　●●…　●●　　　　　　　・■●■●●，
（2）alriver（　　　　　）
M．Martin　5：00』
Mme　L60n　5：10
M．et　Mme　Carton　5　20
（3）entrer　dans　le　salon（
M．M5：10
Mme　L　5：20
M．　et　Mme　C　5　30
）
（4）sortir　du　salon（
M．MlO：00
Mme　L　10：10
M．et　Mme　C　10：20
） （5）partir　　　　く．
　（　　）
M．M10：10
Mme　L　10：20
M．et　Mme　C　10　30
「o♂　　o
ンー一’一一
（6）rentrer（　　）
M．M11：00
Mme　L　11：10
M．et　Mme　C　11　20
??
II．2．　M．　Martin，　Mme　L60n，　M．　et　Mme　Cartonは容疑者です．モデル文にならい，　H．1．の絵（2）
　に関する容疑者たちの発言を書きましょう．
　モデル文　M．Maninの発言：Je　suis　arr　iv6　a　5　heures．
　　　　　　Mme　L60nの発言：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
M．et　Mme　Cartonの発言
II．3．名探偵Boirotが，容疑者たちに質問しています．　H．1．の絵を見ながら練習しましょう．
　M．Martinへの質問が終わったら，　Mme　L60n，　M．　bt　Mme　Cartonにも質問しましょう．　iム
区Σ≡コβ・ir・t’
ルf，Martin　tt
Boirot　：
M，ルfartin，
On　sait　que　vous　etes　a116　chez　M．　Pottier．
Aquelle　heure　est－ce　que　vous　etes　arriv6？
Je　suis　arriv6註5heures．
Aquelle　heure　est－ce　que　vous　etes　entr6　dans　le　salon？
Je　suis　entr｛≦dans　le　salon　ti＿＿（続ける）
（本学非常勤講師）
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